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携帯電話対応 コ メ ン トカ ー ドデー タベ ー
ス シ ス テム を活用 した

　千人規模の万 博パ ビリオ ン展示評価 シ ス テ ム の 開発 と評価
　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 宮 田　 仁

“

〈 概要 〉　宮 田 が 2002 年 に開 発 した携帯 電話 対応 コ メ ン トカ ー．一
ドデー

タ ベ ース シ ス テ ム を応用 し，愛

知 万 博の 中米パ ビ リオ ン で 来館 者対 象の 携帯電話対 応パ ビ リ オ ン展示評価 シ ス テ ム を構築し，実施 した。

中米 7 ヶ 国 の パ ビ リオ ン 関 係者 に 旧本の モ バ イ ル 先端技術を提供す る と と も に，来館者に 混雑 した パ ビ

リオ ン で の 待 ち時 間や移動 時間 に ア ン ケ
ー

トに 回 答で き る ユ ビキ タ ス 環境 を提供 した。そ の 結 果，毎 目

来館者約 1，000 名か ら回答が寄せ られ，そ の 評価得点や意見 を もと に パ ビリオ ン展示 を具体 的 に改善 し，

改善点が来館 者 か ら歓迎 され た こ とを確認 で きた 。 来館者に よ る本 シ ス テ ム の 評価 も 良好で あ っ た。

〈 キ
ー

ワ
ー

ド〉 携帯電 話対応 Webデー
タ ベ ース ，ユ ビキタ ス 環境，携帯ア ン ケ

ー
ト，展示評価 シ ス テ ム

1 ．は じめ に

　 愛知万博 2005 の パ ビリオン関係者 にと っ て 重

要な こ とは ， 来館者が 自分た ち の パ ビリオ ン の

展示や サ
ー ビス に満足 して いるか ，改善点 は何

か を意見収集 し，パ ビ リオ ン 展示 を改善 して い

く こ とで ある。しか し，悩み の タネは パ ビ リオ

ン の 出冂 で紙 に よ るア ンケ
ー

トを実施 して も，

回答 して くれる 来館者が少 ない こ と で ある 。 理

由は，来館 者は次 の パ ビ リオン へ 急が ね ば な ら

ず ， 回答 して い る時間的余裕がない か らで ある。

　 愛知万 博中米 7 ヶ 国 共同 パ ビ リオ ン （ベ リ
ー

ズ，コ ス タ リカ，エ ルサ ル バ ドル ，グアテ マ ラ，

ホ ン デ ュ ラ ス ，ニ カ ラ グ ア ，パ ナマ ）の バ トリ

シ ア ・フ ネス 館長よ り携帯電話対応 Web デ
ー

タ

ベ ース シ ス テム に詳し い 筆者 の 研 究室 に協力 の

依頼が あ り，携帯電話対 応 コ メ ン トカー ドデー

タ ベ ース シ ス テ ム を応用 し た万 博パ ビ リオ ン 展

示評価 シ ス テ ム を携帯電話サ イ トに構築 し，国

際協力 を筆者の 研 究室で 実施す る こ ととな っ た。

研究室所有 の DB サ ーバ を無償提供 した 。

2 ．研究の 目的

　 本研 究の 目的 は次 の 3 っ で ある。  携帯電 話

対応パ ビ リオ ン展示評価 シ ス テ ム を 開発 ・運 用

し，1日1，000名規模の ア クセ ス で実用 的 に運 川

で きるか を実証す る。  本携帯電話サイ トへ の

回 答結果 を性別や 年齢別 に 分析 し，どの ｛卜代 の

来館 者 に本 シ ステム が 受 け入れ られて い るか 傾

向を さ ぐ る u   回答結果の データ ベ
ー

ス を分析

し，パ ビ リオ ン会議で 協議 し て 展 示や サ
ービ ス

の 改善を 行 い ，そ の 後の 来館者か ら の フ ィ
ー ド

バ ッ ク と比較 し，改善の 効果 を検 証す る。

3 ．研究方法

（1）携帯電話対応パ ビ リオ ン展示評価シ ス テム

　に対する評価 ： 本携帯電話対応 シス テム の 操

　作方法やQRコ
ー ドに よる ア クセス等 ，シ ス テ

　 ム全般 に関す る評価 を来館者 （無作為抽出

　 100名程度）に対 し て 質問紙調査 を実施す る。

　 また，本 シ ス テ ム の 管理機能 に関 し て ， 7 ヶ

　国 14名の 外国 人 パ ビリオ ンス タ ッ フ ヘ イ ンタ

　 ビュ
ー

調査 を行 う。

（2）携帯電話対応パ ビリオ ン展示評価シ ス テム

　 へ の 回答結果の 分析 ：次 の 各項 目に対 して デ

　 ー
タ ベ ー

ス化 され た回答結果 を分析する。

　  年齢，性別 丁  印象に残 っ た展示や体験講

　 座 （複数 回答），  パ ビ リオ ン展示 へ の 評価

　や 中米へ の 関心，  パ ビ リオ ン展示や 体験講

　座 へ の 良か っ た点や 改善意見 （自由記述〉。

（3）本シス テ ムの有用 性に関 して ：本 シ ス テ ム で

　収集 され たパ ビ リオ ン の 展示 ・サ
ービス の 改

　善点 を具体 的 に改 善 し，そ の 後 の 来館者か ら

　 の フ ィ
ー ドバ ッ クが変容 し たか に 関 して 自由

　 記述回答を分析す る p

（4）調査実施期 間 ： 2005年 6月 7凵〜 7 月 6日

4 ．携帯電話対応パ ビリオ ン展示評佰シス テム

　の特微と機能

（1 ）来館者に と っ て は

  i−mode ，ez −web ，vodalone す べ て の 携帯竜話の

機種 か ら ア ン ケ
ー

ト シ ス テ ム の 携帯サ イ トに 接

続 口∫能で ある。

  パ ビ リオ ン の 出 口 や数カ所に ，図 1の QRコ ー ド

零 MIYATA，H童toshi ：　　 滋賀大学教育学部 e 一口ail ：　皿 iyata＠sue ，shiga −u．ac。jp

一160 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

が 掲示 して あ り，携帯電話 の

カ メ ラ で 読み 取れ ば，す ぐに

ア ン ケ
ー

トサ イ トに 接 続 可

能。　 （ア クセ ス の容易性）

  日本 語，英語，ス ペ イ ン語

　の 3 力国語対応。

回
”

，
回

　 　 　 　 　 、

回　 覧

図 1 ．QRコ ード

  電子 メ
ー

ル 機能を利用 して い ない の で ，ア ン

ケ ー トに 回答 した来館者 の 携帯 メ
ー

ル ア ドレ ス

や 携帯電話番号等の 個入情報がサ ーバ に送信 さ

れない 。　 （プライ バ シ
ー

へ の配慮）

  回答者にそ の 場で ， 政府観光局公認の 携帯電

話待ち受 け画像が自動表示 さ

れ ，それ を携帯電話で 保存す

れ ばす ぐに活用 で きる 。図 2

に携帯画面を示 した。

（2）パ ビリオ ン管理者に

　 　 と っ て は

  ア ンケ ー トの 質問文や選択

　肢の作成が簡単 ；

　 五 択や三 択の アンケー トの

他，自由記述の ア ン ケー トを

実施で き る。ア ンケ
ー

ト項 目

や選 択枝は ワ
ープロ 感覚で入

力で きる の で ，ア ンケー ト作

成者で あ る パ ビ リオ ン管理者

に 特別 な IT 技術の トレ
ー

ニ

ン グは必要な い （図 3）。

  リアル タ イムで の集計が 可

能 ： 回答は データベ ー
ス化 さ

れ る の で ，リアル タイム で集

計が可能 （図 4 ）。

  自由記述回答の全文検索

が 可能 ： 自由記述 の ア ンケ
ー

ト回答 も令文検索が 可能な の

で ，キ
ー

ワ
ー

ド （砂，コ パ ン遺

跡 な ど ） で 検索 ・抽 出 が 可

能 。年齢や性 別に 来館者の 意

見を整理 し，意見 の 集約や 分

析 を容易に行え る （図 5 ） 。

  公開中で もア ンケ
ー

ト内容

を変更，編集するこ とが可能

：CG［や Java　 Scriptで 作 成 し

た ア ン ケー トを公開中に 編集
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は困難な

作業で あ

るが，本　

シ ス テ ム 　

は ASPで

開発され

て お り公

開中で も

編集や変

更 が 可

能。

図 3 ．ア ン ケー
ト作成画面
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図 2 ．携帯 の 画 面
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　 　 　 　図 5 、自由記 述 回答 の 全文 検索 画 面

  デー
タの 二 次的加工が容易 ：

　来館者 か ら送 付 され たア ンケ
ー

トの 選択枝や

臼由記述 は サ
ーバ の デー

タ ベ ー
ス に格 納 され る 。

それ を表計 算 ソ フ トの Excel で 利用 で きる よ う

に データ を 出力 V∫能 で あ り ， ワ
ープ ロ や 表計算

な ど様 々 な ソ フ トで レポ
ー

トに 加工 す る こ とが

容 易 で あ る 。
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5 ．結果と考棗

（1）携帯電話対応パ ビリオン展示評価シ ス テム

　に対する評価

　本 システム の 評価 に関 して 来館者 124名を対象

に 4件法で 調査 した結果を，図 6 に示 した。い ず

れ の 項 目 で も高い 得点 を得 て お り，来館者 は本

シ ステム を有用で あ る と評価 して い る こ とが明

確 とな っ た 。

　 携帯竃話で ア ン ケ
ー

ト回著を
　 送信 す る こ とは手 軽 で よ い

　 　 携 帯 電話 によ る本 システ

　 　 ム の 撩作は簡単であ っ た

撃館者 の 回答 ツ
ール として の 本

シ ス テ ム の 面面 簡成は 適当で ある

携 蒂 1 晒 か ら の コ メ ン ト禰への 文

字 A 力は めん ど うで はなか っ た

移動 中や 來館待 ち時間 に本 シス テ

ム を 瞭作する こ とは気 にな らない

　 総 含的に 見て本 ア ンケ
ー

ト

　 　 シス テ ムは有 用で ある

　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　 　 　 　 　 2　 　 　 　 　 　 3　 　 　 　 　 　 4

　 　 　 図6．携帯版パ ビリオン 展示 評 価 システ ム に 対する 来館者の 評 価

　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔N＝124［

｛ 一一一 广齟 「　
363735336

ヨ了

表 1 本シ ステ ム の 評 価（自由記 述 ）

　表 1 に来館者の 自由記述に よ る 本シ ス テ ム の

有用点 と改善点の 意見 の
一
部を あげた。い つ で

も，ど こ で も，すき間時聞 に 回答で きる点，QR
コ
ー

ドで 簡単にア クセ ス で きる点，もれな く携

帯待 ち受 け画 像が も らえ る 点が 来館者か らは評

価された。また，パ ビ リオ ン管理者か らは リア

ル タ イム で 集計が行え る点，質問事項や選択肢

が簡単な操作で変更 で き る点が評価 された 。

改善点 として あげられた回答送信 に来館者に 19

円か か る費用 の 問題は，PDA を館内で貸 し出し，

無線 LAN で 回答して も らえ るよ う検討 巾で ある。

回答送信完 了画面が表示 されるが ， 本当に送信

で きた か不安で あ る との 意見に対 して は，パ ソ

コ ン か らだけ でな く，来館者の 携帯電 話で 集 計

結果が 見られ る よ う に改善中で あ る 。

1β00 ・’
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　 oL 朋 鯛   亂鳳麒

本 シ ス テ ム の 有用 な点 に 関 して （自 由記 述 を掲 載 ）

・
マ ンモ ス や トヨ タ　 の 　ち時間 に 回 m 　 るこ とがで きた

の で よ か っ た 。　 （来館 者 ）
・
ア ドレ ス を 打 ち込 まな くて もQRコ ードを カ メ ラ で 撮影

し，ア クセ ス で き た の で 簡単だ っ た 。　 （来館者）
・ア ン ケ ートに 回答後，政府観 光 局 の 待ち 受 け 画像写真 が

もれ な く 全員 に もら え た の が よ か っ た 。　 （来 館者〉
・
携 帯 の ア ドレ ス や携 帯 の 電 話 番 号 を送 ら ず に 回 答 で き る

点 で 安 心 した ，　 （来館 者）
・
ア ン ケ

ー
ト集 計が リア ル タ イ ム で 行 え る 点が 良 か っ た 。

　 （パ ビ リオ ン 管理者 ）
・質問 事項 や 選 択肢を専門 的知識が なく て も変更 で きる

点 が 有用 だ と 感 じた。　（パ ビ リオ ン管 理 者）

本シ ス テ ムの 改 善 を要 す る 点 （自由記 述 を掲 載 ）

・少 し 携 帯電話 送信の お 金が か か る の が 嫌で す （来館者 ）

・本当 に送 信で き て い る の か 不 安 で す （来 館者 ）

（2）携帯電話対応パ ビリオ ン展示評価 シ ス テム

　 へ の 回答結果の分析 ；

　 図 7 に 1 ヶ 月間の 本 シ ス テ ム へ の 回答者数の

推移 を示 した 。 6月 7日〜12日まで の 1 日あた り

の 回 答者数が 平均294名に 対 し，6月 13日
〜7月 6

日ま で の 1 日平 均回答者数は，1，096名 に増加 し

た。そ の 理 由は 回答者 に もれ な く中米 7 ヶ 国の

政府観光局が 提供す る 携帯待受 画像の 提供 を始

め た の が 6月 13H か ら で あ っ た こ とか らそ の 効果

と考 え られ る。中米共同館 の 1 日平均来館者数

が調査 期間中の 平均で 約 5，000人であ っ た こ とか

ら6月 13日以降は，毎 日，来館者の 約22％が 本 シ

ス テ ム に 回答 し て きた こ と とな る 。また，回 答

送信時刻の ロ グを分析 した結果， 1 ヶ 月 の 全同

答ta29，0T5件 の うち IT％が 閉館後 の 深 夜 の 時 刻

で の 回答送信で あっ た ことか ら ， 帰宅途 中や駅

で の 待 ち時間等 を利用 して 回 答 して き た と考 え

れ られ ， 来館者が ユ ビキ タ ス な環境 を利用 した

こ とが うかが われ る 。

  年齢 ， 性別

　図 8 に回答 者の 年齢や 性別 の 内訳をあ げた。

1火 　8Pt 　9木 　10金 LLt12 日 L3 月 14 火 15 水 16 木 卩 金 ISil5 目 70 月 〜1火 ：1水 2ヨ木 ldS2b 土 26 日 2’月 〜8th ？grk30 ホ 1金 　2t 　］ 日 　 d月 　 s火 　 E水
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20歳代 ，10ue代，30歳 代か らの 回答が多 い こ と

がわか る 。9歳以 ドの 子 どもか ら の 同答も あ っ た

が，パ ビリオ ンスタ ッ フ の 報告 によ る と親が r一

ども の 意見 を聞 き，親の 携 帯か ら送信 した場 面

が観察 され たが ，子 ども 白身が 自分の 携帯か ら

送信 して きた 場面 も観察 されて い る。図 9 に 1

ヶ 月累計の 年齢別
・性別の 回答者数の 分布 をあ

げた。20歳代の女性か らの 回答が全体の 23．0％

（6，462人）を占めて い た。回答後，携帯の 待受画

像がも らえ る 今 回の 評価シ ス テ ム が，特 に 20歳

代の 女性 に受 け入 れ られた こ とが わか る。

  印象に残 っ た展示や体験講座

　　「中米共 同館で 印象 に 残 っ た もの は 何 で す

か ？」 との質問に複数選択回答を求め た 結果，

図 8 に示 したよ うに， 「7ヶ 国の海岸の砂 を手で

触れる コ
ーナー

」　 「マ ヤ ・コ パ ン遺跡」　「民族

衣装の 展示」 が好評で あ っ た．他の パ ビ リオ ン

が CG映像やハ イテ ク展示 をする 中，実際の 砂を

手で さわ る 実体験が歓迎 された も の と考え られ
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　図 8 ，パ ビ リオ ン 展示評価 シ ス テ ム へ の 回答結果 （N＝2S，075）
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　 　 図9 年齢別
・
性別の 回答者数（1ヶ 月）　 N＝28，075名

る。

  パ ビリオ ン へ の 評価や 中米へ の関心

　 「中米共同館は いか が で した か ？ 」 に つ い て

は ，回 答者 の 98 ％ の 来館 者 が 「とて も良 か っ

た 」　「良か っ た i と回答 して い た．また ，　 「中

米共同館 を観て 中米 に行 っ て み たい と思われ ま

したか ？ 」 に つ い て は，回答者 の 84％ の 来館者

が 「は い 」 と回 答 してお り，愛 知万 博で の 中米

パ ビ リオンの 目的が 「日本人 にな じみの 薄い 中

米各国 を知 っ て も らい ，来館 をき っ かけ に い つ

か は 中米に行 き た い と関心 をも っ て もらう 」 こ

とで あ り，パ ビ リオン 展示 の 目的は達せ られた

と評価で き る ．

（3）本 シ ス テム の有用性に関 して ：

　 本 システ ム で 収集 されたパ ビ リオ ン の 展示 ・

サービス の 改善点 を具体化 し，そ の 後の 来 館者

か らの フ ィ
ー

ドバ ッ クが 変容 し たか を 自由記述

回答か ら分析 した。そ の
一

部を表 2 に示 した 。

6月 10日 に 来館者よ り展示の 砂で ，床が滑 りや す

い と い う指摘があ り， 12日よ りス タ ッ フ が 海砂

コ
ー

ナ
ーの 掃除を常時始 め た ．そ の 結果， 19口，

28日にその 点 を評価する来館者か らの フ ィ
ー ド

バ ッ クが収集で きた。6月 14日中米各国の コ
ー

ヒ

ー試飲コ
ー

ナ
ーの 設置 の 要望が あ り，16日に設

置 した 結果 ，
23 口 に 試飲コ

ー
ナ

ーを評価 する フ

ィ
ー ドバ ッ クが 収集で きた 。以 上の ように来館

者か らの 改善意見 を収集 し，そ れ を改善 実行 し，

来 館者か らの フ ィ
ー ドバ ッ ク を得 る ことがで き

た こ とか らパ ビ リオ ン ス タ ッ フ の 士気 や 達成動

機も高揚 し，パ ビ リオ ン の 展示 改善に本 シ ス テ

ム が有効 に機能 した と解釈す る こ とがで き る、9

月末まで調査 をさ らに継続 したい 。

　　表 2 ．改善点の 指摘 と改善後 の フ ィ
ー

ドバ ッ ク
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